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 (3) 空中線電力の許容偏差 (設備・第 14条) 

 空中線電力の許容偏差 (指定又は定格空中線電力からの許容することができる最大の偏差) 
は、上限 20％、下限 80％であること。 

(4) 周波数の許容偏差 (設備・第 5条、別表第 1号) 

 ±20×10-6以内であること。 

(5) 等価等方輻射電力 (設備・第 49条の 20) 

 1MHz の帯域幅における等価等方輻射電力は、24.77GHz 以上 25.23GHz 以下では絶対利得
10dBの送信空中線に 10mWの空中線電力を加えたときの値以下、27.02GHz以上 27.46GHz
以下では絶対利得 2.14dB の送信空中線に 10mW の空中線電力を加えたときの値以下

16.37mW 以下（空中線の絶対利得 2.14dB を含む）であること。ただし、24.77GHz 以上
25.23GHz以下ではアンテナの指向性は 3.7(2)ウで規定される。 

(6) 伝送速度 (設備・第 49条の 20) 

 信号の伝送速度は、10Mbit/s以上であること。ただし、無線設備は、20Mbit/s以上の速度で
信号を伝送できるものでなければならない。 

(7) 送信バースト長 (設備・第 49条の 20) 

 送信バースト長は、4ms以下であること。 

(8) スプリアス発射又は不要発射の強度の許容値 

ア 平成 17年 12月 1日以降適用される不要発射の強度の許容値  （設備・別表第 3号 28） 
周波数帯 不要発射の強度の許容値 

24.705GHz未満及び 25.295GHzを
超え 26.955GHz未満及び 27.525GHz
を超えるもの 

任意の１MHz の帯域幅にお
ける平均電力が 1μW以下 

 ただし、経過措置がある。（設備規則（平成 17年 8月 9日総務省令第 119号）附則による。） 
イ 平成 17年 11月 30日以前の無線設備規則に基づく許容値 

   (8) スプリアス発射の強度 (設備・第 7条) 
  給電線に供給される周波数ごとのスプリアス発射の任意の 1MHzの帯域幅における平
均電力は、次のとおりとすること。 
ア 24.705GHz＞f 及び 25.295GHz＜f＜26.955GHz及び 27.525GHz＜ｆ  

     1μW以下 
                        （ARIB STD-T83 1.0版
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(9) 隣接チャネル漏洩電力 (設備・第 49条の 20) 

 搬送波の周波数から20MHz及び40MHz離れた周波数の±9MHzの帯域内に輻射される平均
電力が、搬送波のものよりそれぞれ 25dB及び 40dB以上低い値であること。 

(10) 帯域外輻射電力 (設備・第 49条の 20) 

 1MHzの帯域幅における等価等方輻射電力は、次のとおりとすること。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

- 12a -
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第８章 測定法 
 

  測定法は、技適別表第 1号 1(3)に規定する総務省告示(注 1)による。 
(注 1)本標準規格 1.1版改定時点(2005年 11月 30日)では、平成 16年 1月 26日総務省告示 第 

88号「特性試験の試験方法」を指すが、その後、その告示及び告示に記載の内容が改定
された場合は、最新版によるものとする。 
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（下線は改定部分を示す。） 
頁 番号 改定 現行 改定理由 

12～
12a 

3.3 (8) スプリアス発射又は不要発射の強度の許容値
ア 平成 17年 12月 1日以降適用される不要発
射の強度の許容値（設備・別表第 3号 28） 

周波数帯 不要発射の強度
の許容値 

24.705GHz 未満及
び 25.295GHz を超
え 26.955GHz 未満
及び 27.525GHz を
超えるもの 

任意の１MHzの
帯域幅における
平均電力が 1μ
W以下 

   ただし、経過措置がある。（設備規則（平成
17 年 8 月 9 日総務省令第 119 号）附則によ
る。） 

 イ 平成 17 年 11 月 30 日以前の無線設備規則
に基づく許容値 

  (8) スプリアス発射の強度(設備・第 7条) 
給電線に供給される周波数ごとのスプ

リアス発射の任意の 1MHz の帯域幅にお
ける平均電力は、次のとおりとすること。
ア 24.705GHz＞f 及び 25.295GHz 
＜f＜26.955GHz及び 27.525GHz＜ｆ

     1μW以下
       （ARIB STD-T83 1.0版）

(8) スプリアス発射の 
強度 (設備・第 7条) 
給電線に供給される周
波数ごとのスプリア
ス 発 射 の 任 意 の
1MHz の帯域幅にお
ける平均電力は、次の
とおりとすること。 

ア 24.705GHz＞f 及び 
25.295GHz＜f＜
26.955GHz及び 
27.525GHz＜ｆ 

 1μW以下 

設備規則等
改正（スプ
リアス関
係）に伴う
改定 
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325 8 第 8章 測定法 
測定法は、技適別表第 1号 1(3)に規定する総務省
告示(注 1)による。 
 (注 1)本標準規格 1.1版改定時点(2005年 11月
30日)では、平成 16年 1月 26日総務省告示 第
88号「特性試験の試験方法」を指すが、その後、
その告示及び告示に記載の内容が改定された場
合は、最新版によるものとする。 

第 8章 測定法 
8.1 一般事項 
測定法は、｢技術基準適
合証明  無線設備の特性
試験方法｣ (財団法人テレ
コムエンジニアリングセ
ンター制定) に従うこと。
ただし、これに定める以
外の項目については、一
般に行われている方法に
従うこと。 

8.1.1 特定無線設備に係
る試験項目  

(参考) 
小電力データ通信システ
ム (HiSWANb) のMTお
よび AP に係る試験項目
は、次に掲げるとおりで
ある。 
(1) 送信装置 

- 周波数 

- 占有周波数帯幅 

- スプリアス発射の強度 

- 空中線電力 

- 隣接チャネル漏洩電力
又は帯域外漏洩電力 

(2) 受信装置 

- 副次的に発する電波等
の限度 

測定法を告
示参照とす
る 
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本書の記述方法について 

◆ 第 1章および第 4章から第 7章までは、規定と規格を記述している。 
◆ 第 2章は、本書の理解を助けるためにシステムの概要を記述している。 
◆ 第 3章は、無線伝送区間における設備の技術的条件について、関連法令を満足するための規定を
記述している。 

◆ 第 8章は、規定と規格に対応する測定法を記述している。 
◆ 第 9章は、本書の理解を助けるための基本的な用語および略語を解説している。 
 括弧内の法令略語は、次による。 
 法: 電波法 
 省令: 本書では総務省令 
 告示: 本書では総務省告示 
 施行: 電波法施行規則 
 設備: 無線設備規則 
 技適: 特定無線設備の技術基準適合証明に関する規則 
 端末: 端末設備等規則 
 端末技適: 端末機器の技術基準適合認定に関する規則 
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ま え が き  

社団法人電波産業会は、無線機器製造者、電気通信事業者及び利用者等の参加を得て、各種の電

波利用システムに関する無線設備の標準的な仕様等の基本的な技術条件を「標準規格」として策定

している。 

標準規格は、周波数の有効利用及び他の利用者との混信の回避を図る目的から定められる国の技

術基準と、併せて無線設備の適正品質、互換性の確保等、無線機器製造者、電気通信事業者及び利

用者等の利便を図る目的から策定される民間の任意基準をとりまとめて策定される民間の規格であ

る。 

本標準規格は、「小電力データ通信システム」のひとつである「広帯域移動アクセスシステム 
(HiSWANb: High Speed Wireless Access Network type b) の無線区間インタフェース」について
策定されたもので、策定段階における公正性及び透明性を確保するため、内外無差別に広く無線機

器製造者、電気通信事業者及び利用者等の利害関係者の参加を得た当会の規格会議の総意により策

定されたものである。 

本標準規格で規定されている範囲は、通信を行うために必要な最小限の規格を定めたものである

が、本標準規格の実際の利用にあたっては、「広帯域移動アクセスシステム (HiSWANb)」を構築す
る無線機器製造者及び電気通信事業者等が、本標準規格を逸脱することなく独自に定めることが可

能な規定及び規格値等を併せて利用することが必要である。 

本標準規格が、無線機器製造者、電気通信事業者及び利用者等に積極的に活用されることを希望

する。 

 

注意： 

本標準規格には、本標準規格に係る必須の工業所有権に関して特別の記述は行われていないが、

当該必須の工業所有権の権利所有者は、「本標準規格に係る工業所有権である別表に掲げる権利は、

別表に掲げる者の保有するところのものであるが、本標準規格を使用する者に対し、適切な条件の

下に、非排他的かつ無差別に当該別表に掲げる権利の実施を許諾する。ただし、本標準規格を使用

する者が、本標準規格で規定する内容の全部又は一部が対象となる必須の工業所有権を所有し、か

つ、その権利を主張した場合、その者についてはこの限りでない。」旨表明している。 
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別表 （第二号選択） 

特許出願人 発明の名称 出願番号等 備考 

セイコーエプソン
株式会社 ARIB STD-T83 1.0版について包括確認書を提出  
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